
開
拓
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

l
l鬼
面
川
扇
状
地
を
例
と
し
て
|
|

長

井

政

太

て
は

カ5

し

き

米
沢
盆
地
の
見
面
川
扇
状
地
面
は
豪
族
屋
敷
や
ら
板
碑
等
の
遺
跡
が
多
く
、
文
若
干
の
記
録
も
残
っ
て
い
る
の
で
筆
者
は

ω
復
原
的
な

集
落
発
達
史
を
研
究
し
て
来
た
。

ωω
散
居
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
か
ら
の
研
究
も
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。

日
本
地
理
学
会
の
山

形
大
会
の
際
に
も
之
の
一
部
で
エ
キ
ス
カ

i
シ
ョ
ン
で
討
議
を
実
施
し
、

I
G
U
の
エ
キ
ス
カ

l
シ
ョ
ン
で
も
討
議
場
と
な
っ
た
地
域
が

あ
っ
た
。

今
B
ま
で
若
干

ω例
的
一
切
の
記
載
も
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
多
く
は
地
方
的
出
版
物
で
あ
っ
た
か
ら
新
し
い
資
料
を
加
え
て
改
め
て
記
載

開拓の歴史地理学的研究

し
て
見
た
い
と
思
う
。

ω
拙
稿
米
沢
盆
地
西
側
の
集
落
斎
藤
報
恩
会
時
報
第
一
二
八
号
一
二
九
号
昭
和
十
二
年

凶
拙
稿
散
村
の
発
達
(
特
に
鬼
面
川
扇
状
地
の
場
合
山
形
大
学
紀
要
人
文
科
学
第
二
巻
第
一
号

制
拙
稿
置
賜
地
方
の
豪
族
集
落
山
形
県
文
化
財
報
告
書
昭
和
三
十
一
年
三
月

凶
拙
稿
東
北
の
集
落
古
今
書
院

同

吋

吉

田

O
B
8
5円
四
〈
巳
日
間
四
日
ロ
任
回
ペ
0
5
8
4
q恒
国
即
日
百
-
H
R
R
E
E
Cロ
曲
目
。
m
o
m
H
a
F
E
w
-
C巳
o
p
d司曲師
V
Fロ四件。ロ・

制
り
目
。
何
HH寄
付
E
E
m
ι
R
虫
色
日
gmω
同

D
H
8
8・
出

g
s
e
a
-
B
Z
D
H
L
0
2
8
M右
目
、
の
g
間
同
省
広
田
口
宮

P
Hロ
含
o
r
g
-

例
米
沢
盆
地
の
環
溝
住
宅
地
域
第
八
号

5 
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二
、
自

然

理

境

米
沢
盆
地
の
南
西
部
を
占
め
る
四
百
米
内
外
の
低
い
玉
庭
台
地
の
下
に
大
樽
川
、
小
樽
川
の
合
流
し
た
見
面
川
が
広
い
三
角
形
の
扇
状

地
を
形
成
し
て
い
る
。

米
沢
盆
地
西
部
の
成
嶋
で
二
五

O
米
の
高
さ
で
、
扇
端
の
西
大
塚
が
ニ

O
八
・
六
米
で
こ
の
間
に
約
四
六
米
の
落
差
が
見
ら
れ
る
。
安

担乙
A
J
A
V

，、

部
で
二
二
回
米
、
高
豆
謹
一
一
一
一
米
と
扇
頂
か
ら
約
三
粁
程
の
聞
は
傾
斜
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
時
間
の
附
近
か
ら
は
部
分
的
な
凹
凸
が

認
め
ら
れ
る
だ
け
で
殆
ん
ど
平
坦
地
と
な
る
。
特
に
西
を
限
り
、
白
川
流
域
と
の
墳
を
な
す
眺
山
の
丘
陵
に
近
接
し
た
地
域
は
低
平
で
あ

る。
さ
い
わ
い
耕
地
整
理
用
の
一
米
コ
ン
タ
l
の
地
形
図
が
出
来
て
い
る
の
で
微
地
形
が
図
上
で
判
別
出
来
る
の
で
あ
る
が
1

時
間
の
高
国

間
近
か
ら
犬
川
の
新
町
に
至
る
聞
に
五
|
六
米
の
低
い
段
丘
が
認
め
ら
れ
、
鬼
面
川
沿
い
の
自
然
堤
防
と
、
そ
れ
よ
り
西
北
の
方
向
に
延

ぴ
た
微
高
地
が
認
め
ら
れ
る
。
中
で
も
高
山
の
八
幡
堂
附
近
か
ら
荒
屋
敷
北
部
に
至
る
隆
起
軸
は
顕
著
な
も
の
で
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
平
行
す

た
ん
じ
よ
う

る
誕
生
川
沿
い
に
窪
地
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
北
東
部
に
当
る
坂
水
か
ら
吉
田
の
方
向
に
連
な
る
隆
起
帯
が
存
在
す
る
。
更
に
ほ
ぼ
扇
央
の

熊
野
堂
か
ら
長
橋
部
落
の
方
向
に
も
低
い
隆
起
軸
が
見
ら
れ
、
成
島
か
ら
吉
田
の
方
向
に
延
び
た
隆
起
軸
と
平
行
す
る
窪
地
帯
も
認
め
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
な
徴
起
伏
は
水
系
の
方
向
を
決
定
し
、
そ
れ
に
沿
う
て
流
水
を
飲
用
す
る
農
家
が
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
開
拓
事
業
で
も
平
坦
化
が
進
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
特
に
最
近
の
耕
地
整
理
が
そ
の
平
坦
化
を
一
層
促
進
し

て
い
る
の
で
、
現
地
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
微
地
形
の
居
住
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
を
認
め
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
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と
の
地
域
が
微
起
伏
の
甚
し
い
地
域
で
あ
る
事
は
谷
地
と
呼
ば
れ
る
湿
地
を
意
味
す
る
小
地
名
が
二
三
、
沼
が
八
、
深
田
が
六
、
窪
が

八
つ
あ
る
の
に
、
微
高
地
を
意
味
す
る
島
と
高
田
が
各
九
つ
づ
っ
、
台
が
六
、
高
畑
が
三
つ
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

海
抜
二
三

O
米
線
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
地
域
は
牒
混
り
の
級
密
な
堆
積
層
か
ら
成
り
、
そ
の
上
の
砂
土
層
と
の
境
か
ら
は
数
多
く
の

泉
が
湧
出
し
て
い
る
。
扇
頂
か
ら
湧
泉
帯
ま
で
は
飲
料
水
が
良
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
下
は
井
水
が
出
に
く
く
、
出
て
も
金
気
が
あ
る
の

で
最
近
ま
で
は
流
水
飲
用
の
慣
習
が
行
な
わ
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。

湧
泉
の
中
で
八
幡
清
水
、
御
釜
清
水
、
鎗
清
水
、
長
清
水
は
水
量
が
多
い
の
で
飲
用
に
供
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
見
面
川
、
誕
生
川
、

犬
川
、
黒
川
等
と
共
に
扇
面
の
濯
瓶
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。

六
十
年
程
以
前
か
ら
鉄
管
堀
り
が
始
ま
っ
た
の
で
流
水
飲
用
者
が
減
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
散
居
地
帯
の
事
と
て
容
易
に
深
井
戸
を
掘
る

わ
け
に
も
参
ら
ず
、
市
も
し
ば
ら
く
す
る
と
水
質
が
変
化
す
る
の
で
相
変
ら
ず
流
水
を
飲
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
も
少
な
く
な
い
。

三
、
集

落

の

発

違

扇
状
面
上
部
の
成
島
に
は
米
沢
城
主
が
歴
代
崇
敬
し
て
い
た
成
島
八
幡
神
社
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

ω正
安
二
年
長
井
掃
部
守
大
江
朝

臣
宗
秀
が
納
め
た
の
を
最
古
と
す
る
数
多
く
の
棟
札
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
神
社
に
近
接
し
て
一
月
在
家
か
ら
十
二
月
在
家
ま
で
の
在

家
と
呼
ば
れ
る
小
字
が
分
布
し
て
い
る
。
多
く
は
二

l
三
町
歩
程
度
の
広
さ
の
田
地
で
あ
る
が
、
一
二
月
在
家
の
鈴
木
角
兵
衛
家
で
は
今
で

も
祭
礼
に
三
月
在
家
と
記
し
た
高
張
り
を
持
っ
て
参
列
す
る
慣
習
と
な
っ
て
い
る
。
在
家
屋
敷
に
は
そ
れ
ぞ
れ
氏
神
が
祭
ら
れ
神
社
と
特

別
関
係
に
あ
っ
た
家
柄
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
山
形
郊
外
の
柏
倉
円
伝
に
も
一
月
田
か
ら
十
二
月
間
ま
で
備
え
ら
れ
た
八
幡
神
社
が

あ
る
の
を
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
在
家
が
毎
月
の
神
社
の
奉
仕
を
務
め
て
来
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。



っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ん
ど
る

十
二
の
在
家
と
近
接
し
て

ω万
泥
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
見
ら
れ
る
が
小
松
町
に
近
い
政
所
と
同
様
に
成
島
庄
の
政
所
の
所
在
地
で
な
か

の
ら
し
く
、

ω暦
仁
年
中
大
江
時
広
が
社
殿
を
設
け
、

犬
川
の
出
口
に
当
る
小
松
附
近
が
古
墳
の
多
い
地
域
で
古
く
聞
け
た
事
が
想
像
出
来
る
地
域
で
あ
る
が
、
此
処
の
諏
訪
神
社
も
古
い
も

至
徳
年
中
に
伊
達
政
宗
が
再
建
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
見
面
川
に
沿
っ
た
吉

島
の
八
幡
神
社
に
も

ω嘉
暦
二
年
津
島
村
と
刻
ま
れ
た
湯
釜
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
事
実
と
す
る
と
頗
る
古
い
神
社
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
事
蹟
考
に
よ
る
と
伊
達
の
老
臣
湯
野
田
肥
前
が
再
建
し
た
と

開拓の歴史地理学的研究9 

あ
る
。
対
岸
の
似
夏
刈
に
は
有
名
な
巨
剰
資
福
寺
が
あ
っ
て
そ
こ

島貫家の館堀&梨の大木

に
は
永
仁
二
年
の
巨
鐘
が
納
め
ら
れ
で
あ
っ
た
。
最
近
鐘
が
失
な

わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
伊
達
家
の
墓
が
今
な
お
寺
跡
に
残
さ
れ
て

い
る
。夏

刈
に
近
い
吉
島
の
三
井
に
は
三
十
間
四
面
の
屋
敷
を
三
l
六

間
幅
の
館
堀
で
囲
み
、
内
側
に
一
間
幅
の
土
手
を
め
ぐ
ら
し
た
長

川西町三井

屋
円
を
構
え
た
旧
家
例
島
貫
孫
右
衛
門
家
が
あ
る
。
土
手
の
一
隅

に
根
固
ま
わ
り
四
二
五
米
、
高
さ
十
五
米
の
都
内
で
一
番
古
い
と

見
ら
れ
て
い
る
梨
の
古
木
が
あ
っ
て
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
屋
敷
が
出
来
て
か
ら
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
う

が
、
と
の
外
に
地
方
に
珍
ら
し
い
栗
の
巨
木
も
あ
る
例
。

屋
敷
の
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西
側
に
屋
敷
神
三
宝
荒
神
が
祭
ら
れ
、
元
禄
の
鰐
口
が
懸
け
て
あ
る
が
、
そ
の
隣
り
に
「
治
安
二
年
口
口
孫
右
衛
門
」
と
刻
ま
れ
た
古
い

鰐
口
が
大
正
十
五
年
頃
迄
あ
っ
た
の
が
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
社
殿
の
側
に
は
古
い
大
型
の
板
碑
が
二
三
体
あ
る
か
ら
小
野
良
実

の
次
男
孫
右
衛
門
尉
良
春
の
子
孫
の
口
碑
は
問
題
外
と
し
て
も
中
世
以
降
の
土
豪
屋
敷
で
あ
る
事
は
確
で
あ
る
。

島
貫
家
の
家
屋
の
外
側
に
十
四
間
幅
の
堀
田
と
呼
ば
れ
る
深
田
が
あ
っ
て
外
堀
も
あ
っ
た
ら
し
く
見
え
る
が
、
明
暦
の
高
物
成
新
帳
に

は
千
石
以
上
の
大
高
持
で
あ
っ
た
と
い
い
、
明
治
初
年
の
土
地
台
帳
に
よ
る
と
水
田
約
五
町
歩
、
畑
二
町
五
反
歩
、
そ
れ
に
近
接
し
た
原

野
七
反
歩
を
所
持
し
て
い
た
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
犬
川
の
的
竜
蔵
神
社
前
の
大
板
碑
し
か
年
号
の
見
え
る
板
碑
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
方
は
弘
安
二
年
三
月
十

八
日
在
銘
の
も
の
で
頗
る
古
い
。
在
家
や
邑
鑑
に
見
え
る
古
い
集
落
、
又
は
何
々
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
は
数
多
く
の
板
碑
の
分
布
が

知
ら
れ
て
い
る
。
正
確
な
分
布
図
は
出
来
て
い
な
い
が
、
微
高
地
と
そ
の
斜
面
と
思
わ
れ
る
地
域
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
の
方
が
比
較
的
早
く
土
豪
等
の
居
住
が
行
な
わ
れ
て
い
た
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
う
。

大
日
本
古
文
書
所
収
の
伊
達
家
文
書
と

ω編
年
文
書
に
よ
る
と
永
正
十
六
年
の
項
に
か
う
づ
く
の
郷
三
丁
目
の
内
本
館
在
家
、
ち
ゃ
う

ゑ
ん
在
家
、
管
藤
次
郎
在
家
、
大
永
三
年
の
項
に
大
塚
の
内
と
う
ほ
う
在
家
、
安
藤
屋
敷
、
天
正
八
年
の
部
に
吉
田
郷
の
大
原
新
左
衛
門

在
家
、
堀
金
の
右
馬
助
在
家
、
天
正
十
年
に
桐
原
の
佐
藤
九
郎
在
家
、
十
三
年
に
平
柳
郷
の
坂
水
在
家
、
天
文
三
年
の
部
に
年
貢
五
百
文

の
堀
金
の
上
野
在
家
、
成
島
庄
釜
地
の
き
う
て
ん
在
家
、
吉
田
北
方
の
内
彦
八
在
家
年
貢
二
貫
五
百
文
の
堀
金
柴
田
在
家
、
天
正
十
四
年

に
吉
田
の
九
間
在
家
、
小
菅
の
あ
さ
み
在
家
、
草
苅
在
家
等
が
古
い
記
録
に
見
え
る
。
現
存
す
る
在
家
名
の
小
字
は
三
町
歩
か
ら
八
町
歩

位
で
あ
る
が
、
記
録
に
出
て
来
る
の
は
年
貢
一
貫
五
百
文
か
ら
三
貫
文
位
の
も
の
が
多
い
。
記
録
に
見
え
る
在
家
の
大
部
分
が
消
え
失
な

わ
れ
て
い
る
が
、
坂
水
在
家
は
現
存
す
る
。
新
左
衛
門
在
家
は
大
原
新
左
衛
門
在
家
で
あ
ろ
う
。



在
家
と
呼
ば
れ
る
地
名
は
成
島
に
最
も
多
く
、
そ
の
外
で
は
高
山
に
六
、
吉
田
に
八
、
小
松
に
五
あ
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
内
で
は
合
せ
て

六
八
種
数
え
ら
れ
る
。

平
内
、
仁
平
等
と
人
名
を
以
て
呼
ば
れ
る
も
の
と
吉
野
、
但
馬
等
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
も
少
く
な
い
。

鹿
小
屋
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は

下
長
井
庄
山
の
郷
し
か
こ
う
や
ゆ
い
し
ょ
の
事
、
永
代
其
身
地
主
た
る
べ
き
者
也
。
為
後
日
侃
如
件
、

天
正
十
一
年
亥
未
四
月
十
三
日
印

ふ
せ
の
し
な
の

下
長
井
の
庄
高
山
之
郷
之
内
し
か
こ
う
や
在
家
年
貢
三
貫
文
の
所
、
此
内
田
銭
六
百
文
引
候
、
其
外
如
前
々
地
頭
に
無
違
乱
可
相
勤
者
也
。
の
如
件

天
正
十
四
年
丙
成
十
月
十
五
日
政
宗
花
押

布
施
助
右
衛
門
ど
の
へ

と
二
通
の
記
録
が
横
沢
家
に
残
っ
て
い
る
。
古
く
は
在
家
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
鹿
小
屋
と
呼
ん
で
い
た
も
の
に
在
家
を
附
し

開拓の歴史地理学的研究

た
の
か
明
か
で
な
い
が
今
日
で
は
鹿
小
屋
と
い
い
、
三
町
二
反
六
畝
程
の
広
さ
が
あ
る
か
ら
布
施
助
右
衛
門
が
地
主
た
る
べ
き
事
を
認
め

ら
れ
て
い
た
頃
の
土
地
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
の
切
絵
図
に
は
三
軒
の
楯
堀
の
あ
る
大
き
い
屋
敷
が
見
え
る

か
ら
助
右
衛
門
は
そ
の
何
れ
か
に
居
住
し
て
い
た
者
で
あ
ろ
う
。
彼
れ
が
伊
佐
江
に
移
っ
て
か
ら
佐
藤
又
右
衛
門
家
が
古
屋
敷
か
ら
移
つ

て
来
た
ら
し
い
。
佐
藤
家
は
代
官
所
直
扱
い
の
郷
土
で
、
院
殿
号
を
許
さ
れ
、
八
町
歩
程
の
団
地
を
所
持
し
て
い
た
。

孫
六
在
家
は
屋
敷
が
八
畝
で
、

田
が
八
反
三
畝
八
歩
、
畑
が
三
反
六
畝
し
か
な
い
が
、
館
の
在
家
は
三
町
八
畝
二
十
六
歩
で
、
谷
地
在

家
は
八
町
程
、
仁
平
在
家
は
一
町
六
反
四
畝
歩
で
あ
る
。

11 

堂
在
家
に
は
斎
藤
家
が
居
住
し
て
い
る
が
二
町
八
反
九
畝
二
十
三
歩
の
田
地
を
そ
の
ま
ま
所
持
し
て
い
る
。
加
賀
在
家
、
若
狭
在
家
に
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も
そ
れ
ぞ
れ
楯
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
大
き
い
屋
敷
と

そ
れ
を
囲
む
困
地
が
あ
っ
た
事
が
明
か
で
あ
る
か

ら
何
々
在
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
名
は
何
れ
も
在

家
屋
敷
の
あ
っ
た
土
地
で
あ
ろ
う
。

現
存
す
る
在
家
名
の
地
名
は
扇
状
地
の
山
麓
に

図

近
い
地
域
と
微
高
地
、
そ
れ
に
用
水
路
に
沿
う
傾

籍

斜
地
等
に
分
布
す
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な

地

地
域
が
比
較
的
早
く
開
け
、
そ
こ
に
は
一
|
三
町

伝

歩
程
度
の
田
地
を
経
営
す
る
在
家
屋
敷
が
あ
っ
た

藤伊

ら
し
い
。

山

高
山
に
は
伊
藤
伝
右
衛
門
四
郎
孫
七
、
清
七
屋

高

敷
、
長
者
屋
敷
、
嘉
治
屋
敷
等
の
人
名
に
因
ん
だ

小
字
名
が
多
い
が
、
と
の
内
伊
藤
伝
に
は
楯
堀
を

め
ぐ
ら
し
た
千
坪
程
の
屋
敷
跡
と
同
じ
よ
う
な
大

き
さ
の
屋
敷
を
持
つ
伊
藤
伝
蔵
家
が
あ
っ
た
。
旧

家
が
そ
の
ま
ま
地
名
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

が
、
何
々
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
名
に
は
在
家



と
同
じ
よ
う
に
古
い
時
代
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
即
ち
荻
生
圧
の

ω応
永
十
三
年
の
記
録
に
は
九
郎
二
郎
在
家
と
共
に
小
池

は
ら
の
え
や
ま
屋
敷
、
大
蔵
の
神

屋
敷
、
進
藤
屋
敷
、
い
も
り
屋
敷
、
高
島
屋
敷
と
並
ん
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
外
に
も
新
屋
敷
、

回
、
八
幡
吉
詳
田
等
も
記
し
て
あ
る
。

開拓の歴史地理学的研究

(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

阿
部
正
巳
山
形
県
の
金
石
文
山
形
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
会
報
告

拙
稿
在
家
と
村
落
山
形
大
学
紀
要
人
文
科
学

拙
稿
山
形
県
地
名
録
山
形
県
郷
土
研
究
叢
書

東
置
賜
郡
史

置
問
問
の
豪
族
集
落
山
形
県
文
化
財
調
査
報
告

橋
本
賢
助
山
形
県
一
の
名
木
山
形
県
史
蹟
名
勝
天
念
記
念
物
調
査
会
報
告

川
崎
浩
良
山
形
県
の
板
碑

米
沢
図
書
館
所
蔵

山
形
県
史

四
、
邑
鑑
に
見
え
る
集
落

を
中
心
と
し
た
地
域
に
、
小
山
田
、
轟
、

邑
鑑
に
は
成
島
、
藤
泉
、
西
江
股
、
尾
長
島
、
下
平
柳
、
測
島
、
吉
田
の
鬼
面
川
沿
い
の
古
い
集
落
が
見
え
、
扇
頂
部
に
近
い
湧
泉
帯

一
ツ
漆
、
長
橋
の
四
つ
、
山
麓
に
上
、
中
、
下
の
三
小
松
と
奥
田
、
黒
川
に
沿
っ
て
黒
川
が
あ

の
ぞ
き

り
、
そ
の
支
脈
に
沿
っ
て
時
田
、
犬
川
に
沿
っ
て
高
豆
彊
が
あ
り
、
下
小
菅
、
荘
、
高
山
は
誕
生
川
に
近
接
し
て
分
布
し
、
堀
金
は
川
に

離
れ
て
い
た
。
東
西
大
塚
は
何
れ
も
扇
端
の
低
平
地
に
位
置
し
て
い
る
が
、
元
来
は
大
塚
の
あ
っ
た
土
地
に
因
ん
で
発
生
し
た
地
名
で
あ

13 

ろ
う
。
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大
塚
に
は
犬
川
と
松
川
と
の
間
を
利
用
し
た
城
が
あ
っ
た
。
土
塁
や
堀

跡
等
も
残
っ
て
い
る
が
、
享
保
の

ω色
摩
翁
助
の
記
録
に
よ
る
と
本
丸
は

南
北
八

O
問
、
東
西
五
七
問
、
そ
れ
に
五

O
間
余
の
二
丸
が
あ
っ
た
と
い

大塚の牛谷家長屋門

う
か
ら
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は
小
松
城
と
並
ぶ
城
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
政
宗
の
臣

ω大
塚
左
衛
門
佐
一
宗
頼
が
居
住
し
た
と
い
い
、
岩
出
山
に

移
っ
て
か
ら
は
牛
谷
氏
が
留
守
を
守
っ
て
い
た
ら
し
い
。

牛
谷
家
は
慶
長
頃
二
五

O
石
程
を
領
し
、
最
上
戦
争
に
も
参
加
し
て
い

る
が
、
長
屋
門
と
館
堀
等
に
郷
土
の
風
格
を
備
え
て
い
る
。
弥
陀
仏
を
陽

川西町

刻
し
た
大
型
の
板
碑
を
祭
っ
て
い
る
が
、
是
れ
は
楯
堀
を
堀
っ
た
時
に
発

見
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

武
士
と
し
て
は
甚
五
右
衛
門
を
名
乗
り
、
同
時
に
百
姓
と
し
て
は
藤
内

と
称
し
て
い
た
。
大
塚
に
は
慶
長
時
代
荒
開
百
石
を
給
せ
ら
れ
た

ω筑
後

浪
人
又
は
国
分
浪
人
と
い
う
高
橋
九
兵
衛
が
居
り
、
三
十
石
を
給
せ
ら
れ

た
青
木
十
三
郎
、
寒
河
江
牛
之
助
、
平
藤
兵
衛
、
黒
沢
清
助
、
皆
川
三
右
衛
門
等
の
郷
土
が
居
り
、
多
く
は
家
中
の
者
を
従
え
て
最
上
戦

争
に
参
加
し
、
大
塚
堰
が
出
来
て
か
ら
は
開
田
に
尽
力
し
て
い
る
。
寒
河
江
、
皆
川
は
後
者
の
著
し
い
人
物
で
あ
る
が
、

ω慶
長
八
年
迄

は
勧
進
代
で
五
百
石
を
聞
い
た
大
津
賀
監
物
等
も
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

小
松
は
犬
川
の
出
口
に
当
る
渓
口
集
落
で
市
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
が
、
古
く
は
大
塚
城
と
並
ぶ
城
下
町
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

ω元
中



応
永
頃
は
伊
達
の
家
臣
が
居
城
し
、
牧
野
氏
が
湯
野
原
に
逃
亡
し
て
か
ら
廃
域
と
な
っ
た
と
い
い
、
上
小
松
の
大
光
院
の
附
近
に
は
原
田

甲
斐
の
居
た
楯
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

高
山
の
犬
川
岸
に
は

ω間
崎
御
殿
と
呼
ば
れ
る
一
町
歩
程
の
楯
跡
が
残
っ
て
居
り
、
岡
崎
太
郎
義
種
三
十
三
世
御
供
氏
建
立
と
あ
る
新

し
い
五
輪
塔
の
墓
が
あ
る
。
高
伝
寺
伝
に
よ
る
と
左
関
村
地
主
御
供
三
郎
左
衛
門
利
政
弘
治
二
年
上
林
に
建
立
し
た
寺
で
あ
る
と
あ
る
。

源
内
翁
手
記
に
見
え
る
六
十
一
石
の
御
供
清
三
郎
も
一
類
で
あ
ろ
う
。

巴
鑑
に
見
え
る
集
落
に
は
洲
嶋
を
始
め
と
し
、
大
概
楯
又
は
城
と
呼
ば
れ
る
地
名
が
見
ら
れ
る
が
、
長
井
時
代
か
伊
達
時
代
に
こ
の
附

近
を
開
拓
し
て
支
配
し
て
い
た
土
豪
又
は
武
士
が
居
住
し
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
集
落
が
成
立
し
て
い
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

λ
ノ
。

開拓の歴史地理学的研究

(3) (2) (1) 

青
木
源
内
翁
手
記

拙
稿
山
形
県
地
名
録

東
置
賜
郡
史

五
、
高

野

成

の

立

庄
内
に
は
興
屋
又
は
興
野
と
書
い
て
コ

l
ヤ
と
発
音
し
て
い
る
地
名
が
百
に
近
く
見
ら
れ
る
が
、
置
賜
盆
地
に
も
高
野
又
は
小
屋
と
書

い
て
コ

l
ヤ
と
呼
ん
で
い
る
地
名
が
少
く
な
い
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
そ
れ
に
近
接
し
た
地
域
で
も
二
九
ば
か
り
数
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
松
川
、
見
面
川
沿
い
に
も
分
布
し
、
吉
島
に
七
つ
、
中
郡
と
犬
川
に
各
五
つ
、
小
松
に
四
つ
、
六
郷
に
三
つ
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て

15 

い
る
が
、
そ
の
分
布
は
扇
頂
部
に
比
較
的
少
く
、
在
家
よ
り
は
若
千
低
い
徴
低
地
に
多
く
分
布
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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古
い
記
録
に
出
て
来
る
の
は
太
天
耕
屋
だ
け
で
永
正
十
六
年
の
伊
達
家
文
書
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
芳
野
小
屋
に
は
天
正
六
年
遷

宮
、
伊
藤
と
棟
札
に
記
さ
れ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
下
小
屋
に
は
坂
野
家
と
呼
ば
れ
る
旧
家
が
あ
っ
た
が
、
此
家
の
先
祖
の
命
日
は
慶

長
三
年
一

O
月
一
一
日
で
あ
っ
た
。

あ
る
ま
じ
き
者
也
。
慶
長
四
年
三
月
十
二
日
、
春
日
⑮

赤
湯
の
丹
波
館
に
は
「
柄
塚
村
の
内
高
の
外
屋
ち
、
古
川
の
跡
五
年
か
う
や
に
相
定
候
儀
、
次
第
に
開
作
可
仕
候
。
五
年
之
聞
は
誇
役

赤
湯
村
主
殿
ど
の
へ
」
之
の
墨
付
が
残
っ
て
い
る
。
即
ち
か
う
や
に
指
定
さ
れ

た
谷
地
の
開
拓
を
許
さ
れ
、

五
年
の
聞
の
諸
役
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
の
よ
う
な
形
式
の
開
拓
が
室
町
時
代
か
ら
慶
長
元

和
頃
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
仙
台
領
内
に
は
寛
永
に
な
っ
て
も
こ
う
や
の
扱
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
開
墾
指
定

か
ら
高
野
の
地
名
が
発
生
し
た
と
考
え
て
良
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

丹
波
館
主
石
岡
家
は
堺
主
殿
と
言
い
、
蒲
生
の
遺
臣
で
高
野
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
浪
人
と
な
り
、
慶
長
四
年
に
柄
塚
と
姐
柳
の
後

家
在
家
等
の
開
墾
許
可
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
最
上
戦
争
に
島
員
さ
れ
、
春
日
右
衛
門
の
手
に
属
し
て
出
陣
し
た
の
で
、
開
拓

地
の
内
百
石
を
与
え
ら
れ
て
北
条
郷
十
八
騎
の
一
人
と
し
て
土
豪
化
し
た
家
で
あ
っ
た
。
正
保
の
古
図
に
は
十
三
名
程
の
名
子
を
従
え
て

記
さ
れ
て
い
る
。

遠
江
小
屋
は
一
三
戸
、
時
田
の
西
小
屋
は
一
六
戸
、
荒
小
屋
一
一
一
戸
、
西
小
屋
と
太
夫
耕
屋
が
各
一

O
戸
、
鹿
小
屋
が
七
戸
そ
の
他
吉

野
、
但
馬
、
堂
田
等
の
高
屋
に
も
そ
れ
ぞ
れ
小
集
団
の
人
家
が
居
住
し
、
附
近
の
散
居
地
帯
と
は
異
っ
た
集
落
分
布
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。



六
、
扇

面

の

開

拓

巴
鑑
に
は
村
々
の
免
付
け
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
免
六
つ
以
上
と
な
っ
て
い
る
の
は
上
小
菅
、
西
江
股
だ
け
で
、

五
つ
以
上
は
桐
原
、

下
小
菅
、
成
嶋
の
三
部
落
と
な
っ
て
い
る
。
是
等
は
何
れ
も
扇
頂
に
近
い
集
落
で
あ
る
か
ら
見
面
川
の
水
を
充
分
に
利
用
出
来
る
扇
頂
部

が
古
く
か
ら
聞
け
た
上
田
地
帯
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。

轟
、
小
山
田
、
長
橋
、
時
田
、
大
塚
、
高
豆
窪
、
尾
長
嶋
、
上
小
松
が
中
位
の
生
産
地
で
、
堀
金
高
山
そ
の
他
の
水
利
が
後
世
聞
け
た

扇
夫
部
の
村
々
は
二
つ
以
下
の
免
付
で
あ
っ
た
。

上
杉
藩
で
は
関
ケ
原
合
戦
の
後
領
内
の
開
拓
を
計
画
し
、
水
利
の
不
便
な
地
域
に
揚
水
工
事
を
実
施
し
た
。
見
面
川
扇
状
地
は
湧
水
や

渓
谷
の
水
を
利
用
し
て
部
分
的
に
開
拓
さ
れ
て
い
た
の
で
此
処
に
見
面
川
か
ら
揚
水
す
る
高
山
堰
と
堀
金
堰
を
開
撃
し
、
次
い
で
一
扇
状
地

下
部
に
当
る
大
塚
、
犬
川
方
面
に
長
井
盆
地
の
白
川
よ
り
揚
水
し
て
大
塚
堰
を
引
き
、
次
い
で
そ
の
上
流
か
ら
揚
水
し
た
長
堀
堰
を
引
水

開拓の歴史地理学的研究

し
て
小
松
、
犬
川
方
面
に
潅
水
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
後
も
玉
庭
台
地
に
溜
池
を
設
け
た
り
部
分
的
な
改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
た
が
、

扇
状
地
面
の
大
部
分
の
地
域
は
不
完
全
な
が
ら
慶
長
前
後
に
完
成
し
た
水
路
で
潅
水
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

堀
金
堰
は
横
沢
家
の
旧
記
に
よ
る
と
慶
長
九
年
堀
金
の
修
験
者
実
相
坊
が
藩
公
夫
人
の
安
産
を
祈
っ
た
功
に
よ
っ
て
、
彼
れ
の
希
望
が

か
な
え
ら
れ
鬼
面
川
よ
り
揚
水
す
る
と
と
が
許
さ
れ
慶
長
九
年
頃
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
小
山
田
の
清
水
と
長
清
水
等
を
利
用

し
、
そ
れ
に
鬼
面
川
よ
り
引
水
し
て
い
た
の
を
拡
張
し
た
も
の
で
、
広
幡
、
六
郷
、
吉
島
、
中
郡
等
で
六
二

O
町
余
を
そ
の
潅
域
と
し
て

、P
3
0

、ν=~

17 

高
山
堰
は
成
嶋
、
小
山
田
、
上
下
小
菅
、
高
山
、
在
、
時
田
迄
の
聞
に
五
六

O
町
歩
の
潅
域
を
持
っ
て
い
る
。
小
さ
い
堰
が
あ
っ
た
の
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を

ω慶
長
九
年
頃
高
山
、
時
田
、
在
の
三
部
落
か
ら
代
銭
を
出
し
て
水
上
村
々
の
了
解
を
得
て
、
宮
在
家
堀
に
改
め
た
の
で
あ
る
と
い

ぅ
。
然
し
、
時
田
方
面
ま
で
十
分
応
水
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
正
保
元
年
以
降
の
事
で
、
そ
の
結
果
時
国
の
西
原
が
開
国
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
邑
鑑
の
草
高
を
百
と
す
る
と
享
和
三
年
に
高
山
が
一
七
二
、
時
国
が
二

O
O
(寛
政
二
年
)
と
な
っ
て
い
る
。
是
れ
は
水
路
完

成
後
の
開
拓
に
依
る
も
の
で
あ
る
う
。

鬼
面
川
沿
い
に
は
六
百
石
堰
(
吉
島
で
五

O
町
歩
)
元
堪
(
吉
島
一
四

0
・
七
町
)
尾
長
島
堰
(
尾
長
島
吉
田
で
一
三
八
町
五
反
)
問

屋
堰
(
古
島
六
町
)
洲
島
堰
(
下
平
柳
測
嶋
一
四
一
・
八
町
)
と
黒
井
堰
等
で
濯
概
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
尾
長
島
堰
や
田
屋
堰

等
は
寛
永
以
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

大
塚
堰
は
大
塚
の
寒
河
江
家
の
記
録
に
よ
る
と
「
当
村
之
儀
往
古
用
水
堰
無
御
座
大
卒
損
所
に
御
座
候
処
、
先
祖
源
兵
衛
義
堰
見
立
仕

(
中
略
)
慶
長
十
四
年
よ
り
同
十
八
年
迄
添
川
村
分
白
川
よ
り
普
請
仕
申
処
成
就
仕
」
云
々
と
あ
る
。
寒
河
江
家
は
元
和
年
中
に
大
塚
の

原
野
菊
田
各
地
等
六
所
約
五
百
石
を
開
き
、
新
し
く
百
姓
二
十
人
取
立
て
た
功
に
依
り
、
子
の
代
迄
新
国
の
内
五

O
石
を
知
行
と
し
て
与

え
ら
れ
、

ω免
許
職
と
し
て
郷
土
対
遇
を
与
え
ら
れ
た
。
大
塚
村
四
八
五
町
歩
が
こ
の
堰
の
濯
域
と
な
っ
て
い
る
。

長
堀
堰
は
大
塚
堰
よ
り
上
流
か
ら
揚
水
し
て
犬
川
、
下
小
松
方
面
約
一
五

O
町
歩
、
高
山
堰
と
の
混
合
地
帯
を
加
え
る
と
約
一
千
町
歩

を
海
域
と
す
る
水
路
で
あ
る
1

嘉
永
五
年
の
竹
田
家
所
蔵
の
申
請
書
に
拠
る
と
「
三
小
松
田
用
水
の
儀
は
往
古
犬
川
よ
り
水
引
取
り
相
用
い
罷
在
候
処
、
早
損
地
多
分

罷
り
出
て
甚
難
渋
仕
候
処
、
寛
永
年
中
下
小
松
寺
島
他
屋
元
地
主
蒲
生
飛
騨
守
御
家
来
、
後
ち
の
上
杉
家
々
来
度
部
久
右
衛
門
殿
用
人
小

守
甚
左
衛
門
と
申
す
人
と
、
下
小
松
村
肝
煎
島
貫
源
兵
衛
と
両
人
に
て
白
河
よ
り
水
引
取
申
候
事
を
発
企
し
(
中
略
)
下
小
松
村
に
て
は

山
際
通
り
に
て
別
し
て
皐
損
仕
り
、
既
に
下
小
松
村
田
中
在
下
と
申
処
に
て
年
々
早
損
に
逢
ひ
一
部
落
悉
皆
中
小
松
在
家
へ
移
転
し
御
回



地
の
荒
地
に
罷
成
り
申
有
様
」
と
あ
る
様
に
下
小
松
村
方
面
の
人
々
の
主
た
る
希
望
で
寛
永
二
年
に
起
工
さ
れ
た
が
、
費
用
そ
の
他
の
関

係
か
ら
中
々
完
成
せ
ず
、
完
成
し
た
の
は
正
保
元
年
で
あ
っ
た
。

下
小
松
の
草
高
が
邑
鑑
を
百
と
し
て

ω寛
永
十
六
年
二
八
七
(
二
、
三
七

O
石
)
と
な
っ
て
い
る
の
は
比
の
水
路
で
開
田
が
進
ん
だ
事

と
思
わ
れ
る
。

川w
元
和
元
年
の
新
聞
と
畑
直
し
で
一
二
八
石
の
新
田
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
勿
論
長
堀
堰
だ
け
で
開
田
が
進
ん
だ
の
で

は
な
い
。
安
永
三
年
に
な
る
と
三
二

O
と
な
っ
て
い
る
。

他
屋
地
頭
度
部
久
右
衛
門
は
代
官
で
あ
っ
た
が
下
小
松
の
他
屋
を
開
拓
し
た
の
で
そ
の
問
題
は
後
述
し
た
い
。

大
塚
は
邑
鑑
に
二
千
二
八
石
と
あ
る
の
に

ω明
暦
三
年
に
は
六
千
九
百
六
十
石
と
な
り
、
天
保
七
年
に
は
笑
高
七
千
六
百
十
三
石
、
届

高
二
千
八
十
石
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
戸
数
も
邑
鑑
に
一
二
三
で
あ
っ
た
の
が
、
天
明
七
年
三
五
六
、
川
判
明
治
十
年
に
は
更
に
五

O
戸

を
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

開拓の歴史地理学的研究

(4) (3) (2) (1) 

広
幡
村
誌

赤
湯
町
丹
波
館
所
蔵
免
許
百
姓
面
附
之
覚

河
西
町
竹
田
源
右
衛
門
所
蔵

山
形
県
地
図

七
、
回

集

落

屋

上
杉
藩
は
慶
長
五
年
三
十
万
石
に
減
石
さ
れ
て
か
ら
式
士
の
開
拓
を
許
し
、
寛
永
二
十
年
に
は

ω
「
諸
給
人
代
官
と
も
在
郷
に
有
之
新

団
関
作
、
公
儀
御
面
に
有
之
知
行
高
之
外
御
年
貢
之
儀
は
不
及
申
候
。
御
買
米
村
並
に
出
す
べ
し
。
其
外
百
姓
役
は
有
之
間
敷
候
」
と
給

19 

人
代
官
等
の
耕
作
に
便
宜
を
与
え
た
。
と
の
種
の
耕
地
は
奉
公
人
開
又
は
諸
士
関
と
呼
ん
で
い
た
が

ω天
明
に
は
一
、
六
九
三
貫
三
百
文
、
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寛
政
二
年
に
は
八
九
七
両
の
税
収
が
あ
っ
た
。

五
反
六
畝
二
十
四

大
塚
の
中
の
他
屋
は
代
官

ω寺
嶋
喜
左
衛
門
が
中
心
と
な
っ
て
慶
長
十
四
年
か
ら
五
年
間
に
三
七

O
余
石
を
聞
き
、
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臼ssji!昌巴巴

歩
の
屋
敷
を
設
け
た
の
に

起
源
す
る
。
隣
屋
敷
の
縫

殿
助
も
三

O
石
九
斗
五
升

の
高
持
で
あ
っ
た
。
元
和

年
船
山
家
に
売
却
し
た

犬川村回屋(平万吉氏宅)

と
伝
え
ら
れ
、
現
在
も
青

木
、
中
村
、
船
山
等
九
軒

の
旧
家
が
残
っ
て
い
る
。

岡
村
の
東
他
屋
は
慶
長

十
三
年
荒
開
一
八

O
石
の

藩
士
小
幡
善
四
郎
が
行
方

六
右
衛
門
、
村
山
惣
右
衛

内
外
六
名
の
者
と
入
村

し
、
元
和
九
J

年
迄
の
聞
に

二
七

O
石
を
聞
い
た
土
地



で
あ
る
。
小
幡
屋
敷
は
四
反
四
畝
二
十
四
歩
で
二
間
幅
の
館
堀
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。
行
方
以
下
の
者
は
小
幡
屋
敷
に
接
し
て
二
面
に
配

置
さ
れ
で
あ
っ
た
。
小
幡
家
の
話
に
よ
る
と
七

O
年
程
前
ま
で
二
人
の
小
作
人
の
耕
す
田
地
が
一
町
歩
程
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
行
方
も

十
五
石
の
田
地
を
所
持
し
て
い
た
。

犬
川
の
田
屋
は
蒲
生
の
遺
臣
で
上
杉
家
に
随
身
し
元
和
に
な
っ
て
代
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
度
部
久
右
衛
門
の
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
寛
永

十
五
年
の
水
帳
に
よ
る
と
久
右
衛
円
は
水
田
一
七
町
五
畝
歩
、
畑
一
町
四
反
六
畝
を
所
持
し
、
草
高
二
二
八
石
余
と
な
っ
て
い
る
が
、

ω明
麿
三
年
に
は
本
石
二
百
石
、

草
高
四
二
五
石
九
斗
と
な
っ
て
い
る
U

荒
開
二
百
石
を
給
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
二

二
五
石
九
斗
の
団
地
を
経
営
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

宝
暦
の
張
紙
あ
る
開
拓
当
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
田
屋
に
残
っ
て
い
る
古
地
図
に
よ
る
と
約
五
十
間
四
面
に
近
い
八
反
六
畝
十
歩
の
屋

敷
が
あ
り
、
そ
の
外
を
三
間
幅
の
堀
を
め
ぐ
ら
し
、

開拓の歴史地理学的研究

一
方
の
側
に
並
ぶ
左
兵
衛
、
杢
兵
衛
、
藤
蔵
、
参
郎
兵
衛
、
清
四
郎
、
伊
四
郎
の
六

名
の
者
が
家
中
と
し
て
記
さ
れ
、
入
口
に
門
番
ら
し
い
与
兵
衛
な
る
者
が
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
外
苗
代
を
隔
て
て
庄
兵
衛
、
伝
兵
衛
、

清
兵
衛
‘
勘
次
郎
の
住
宅
も
記
入
し
て
あ
る
が
、
彼
等
も
回
二
五
町
三
反
三
畝
と
三
、

一
O
O刈
、
畑
五
反
五
畝
二
七
歩
を
経
営
す
る
の

に
使
役
さ
れ
て
い
た
名
子
か
作
人
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
回
九
反
七
畝
二
十
一
歩
と
千
五
百
八
十
刈
、
畑
二
反
三
畝
十
歩
が
手
作
地
と

な
っ
て
い
た
が
‘
是
れ
は
田
屋
守
の
手
作
地
で
、
内
の
者
作
り
六
百
刈
は
下
人
の
手
作
地
で
家
中
作
の
畑
一
反
歩
は
そ
の
野
菜
畑
で
も
あ

ろ
う
。度

部
は
寛
文
四
年
に
改
易
と
な
る
が
、
籾
代
官
か
ら
寛
保
三
年
代
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
寺
嶋
権
右
衛
門
が
引
継
ぎ
、
田
屋
守
と
し
て
米
沢

か
ら
平
源
兵
衛
を
入
れ
て
い
る
。

M
W

宝
暦
十
三
年
の
宗
門
改
帳
に
よ
る
と
源
兵
衛
は
家
族
五
人
で
あ
っ
た
が
、
外
に
名
子
五
人
と
そ
の
家

21 

族
一

O
人
、
召
使
年
季
者
を
加
え
た
総
計
は
男
子
三
二
人
、
女
子
一
八
人
の
大
家
族
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
当
時
は
田
屋
守
が
相
当
手
広
く
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手
作
経
営
を
し
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。
今
日
で
は
名
子
は
な
く
な
っ
た
が
堀
の
泥
諜
に
無
償
で
手
伝
す
る
者
が
三
軒
残
っ
て
い
る
と
い

う
M
W

安
永
の
水
帳
に
よ
る
と
源
兵
衛
の
支
配
地
は
二

O
町
四
反
二
三
歩
と
な
り
、
高
も
二
七

O
石
九
斗
ニ
升
に
減
っ
て
い
る
。
田
屋
の
経

営
の
実
権
は
次
第
に
平
家
の
子
に
移
っ
た
ら
し
く
、
弘
化
二
年
に
は
二
百
石
の
残
り
田
地
を
全
部
と
田
屋
屋
敷
共
で
平
家
で
は
二
百
両
支

払
っ
た
と
い
い
伝
え
て
い
る
。

ω文
政
十
一
年
に
は
家
族
が
七
人
で
、
召
仕
五
人
下
女
一
人
と
な
り
、
弘
化
三
年
に
は
家
族
六
人
と
召
仕
二
人
だ
け
と
な
る
の
は
次
第

に
地
主
的
経
営
に
切
り
替
え
て
い
る
故
で
あ
ろ
う
。

時
固
に
は
元
文
二
年
藩
の
漆
倉
係
渋
谷
半
右
衛
門
の
経
営
す
る
田
屋
も
あ
っ
た
が
、
元
禄
十
二
年
の
記
録
に
よ
る
と
時
田
の
め
西
原
に

は
平
清
左
衛
円
高
井
左
兵
衛
の
問
屋
も
あ
っ
た
。
そ
の
草
高
百
十
石
三
斗
五
升
二
合
と
あ
る
か
ら
相
当
広
い
も
の
で
あ
っ
た
。
是
れ
は
堀

金
堰
が
西
原
ま
で
延
び
た
正
保
頃
に
聞
か
れ
た
も
の
ら
し
い
。

こ
の
外

ω宮
時
に
は
代
官
安
部
右
馬
助
の
田
屋
が
あ
っ
た
が
、
安
部
は
寛
文
三
年
に
三
十
五
町
歩
程
の
団
地
の
開
判
形
を
貰
っ
て
い

た
。
そ
の
他
神
郷
に
は
笹
生
田
屋
が
あ
り
、
古
島
に
は
長
尾
田
屋
が
あ
っ
た
。
置
賜
で
は
こ
の
よ
う
な
武
土
や
豪
商
等
の
開
拓
し
た
回
荘

集
落
を
回
屋
と
称
し
て
い
た
が
、
盆
地
の
中
で
は
比
較
的
新
し
く
成
立
し
た
開
拓
集
落
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

(5) ¥4) (3) (2) (1) 

山
形
県
史
第
二
巻

鷹
山
公
偉
蹟
録

大
塚
村
青
木
源
内
翁
手
記

河
西
町
竹
田
源
右
衛
門
氏
所
蔵

河
西
町
犬
川
平
方
士
口
氏
所
蔵
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